
  



  

平成２９年度 財政健全化審査意見書 

 

 

１ 審査の対象 

実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率及び将来負担比率並びにそ

の算定の基礎となる事項を記載した書類。 

 

２ 審査の期間 

平成３０年７月３０日から８月３日までの間の ３日間 

 

３ 審査の概要 

この財政健全化審査にあたっては、町長から提出された平成 29 年度の健全化

判断比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類について、計数が正確で

あるか、算出過程に誤りがないか、関係書類が適正に作成されているかなどを主

眼として実施した。 

 

４ 審査の結果 

 

○健全化判断比率各指標                  （単位：％） 

項  目 
健全化判断比率 

増 減 
早期健全化 

基   準 
備 考 

２８年度 ２９年度 

実質赤字比率 ― ― ― 14.21 2.07%の黒字 

連結実質赤字比率 ― ― ― 19.21 18.32%の黒字 

実質公債費比率 12.4 11.5 △0.9 25.0  

将来負担比率 23.6 15.5 △8.1 350.0  

 

審査に付された健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書

類は、いずれも適正に作成されていると認められた。 

なお、各指標についてであるが、「実質赤字比率」については、関係する一般

会計及び奨学資金貸付事業特別会計の実質収支が黒字であるため赤字比率とし

ての数値は出ていない。 

「連結実質赤字比率」については、一般会計及び全ての会計の実質収支額を合

算して算出するが、これについても前項目と同様のことから数値としては出てい

ない。 



  

一方、「実質公債費比率」については、前年度より 0.9 ポイント減の 11.5％と

なり、早期健全化基準である 25.0％を 13.5 ポイント下回った。 

また、「将来負担比率」については、地方債残高などが減ったことにより 15.5％

となり、前年度より 8.1 ポイント減となった。これは早期健全化基準である

350.0％を大きく下回っている。 

以上のことから、健全化判断比率各指標については特に指摘すべき事項はない。 



  

平成２９年度 経営健全化審査意見書 

 

 

１ 審査の対象 

下記の各会計に関わる資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載し

た書類。 

   ①病院事業会計 

   ②公共下水道事業特別会計 

   ③農業集落排水事業特別会計 

 

２ 審査の期間  

平成３０年７月３０日から８月３日までの間の ３日間 

 

３ 審査の概要 

この経営健全化審査にあたっては、町長から提出された平成 29 年度のそれぞ

れの会計の資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類につい

て、計数が正確であるか、算出過程に誤りがないか、関係書類が適正に作成され

ているかなどを主眼として実施した。 

 

４ 審査の結果 

 

○各会計の資金不足比率                  （単位：％） 

 
対 象 会 計 

資金不足比率 
増減 

経営健全化 

基   準 ２８年度 ２９年度 

① 病 院 事 業 会 計 ― ― ― 

20.0 ② 公共下水道事業特別会計 ― ― ― 

③ 農業集落排水事業特別会計 ― ― ― 

 

審査に付された各会計の資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載

した書類は、いずれも適正に作成されているものと認められた。 

「資金不足比率」については各会計とも赤字にはなっておらず、結果、資金不

足比率としての数値は出ず、良好な状況にあると認められる。 

よって、指摘すべき事項は特にない。 


